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交
通
事
業
の
構
造
改
革
に
向
け
た
取
り
組
み

人
口
減
少
へ
の
対
応
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か

ら
の
深
刻
な
課
題
で
あ
っ
た
が
、
新
し
い
生

活
様
式
の
浸
透
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
人
手
不
足

や
働
き
方
改
革
（
労
働
時
間
の
短
縮
や
環
境

整
備
な
ど
）
の
推
進
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
な
ど
、
全
国
の
鉄
道
事
業
を
と
り
ま
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

中
で
、
各
社
は
公
共
交
通
機
関
と
し
て
持
続

的
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
提
供
す
る
た

め
に
、
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
な
ど
需
要
に
合
わ

せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
や
、
Ｄ
Ｘ
推
進
等

に
よ
る
省
力
化
（
コ
ス
ト
削
減
）、
省
エ
ネ

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
２
４
年
に
創
業
１
３
０
周
年
を
迎
え

る
名
鉄
は
、
１
８
９
４
年
に
設
立
さ
れ
た

愛
知
馬
車
鉄
道
を
始
祖
と
し
、
昭
和
初
期

ま
で
に
中
小
の
鉄
道
事
業
者
の
合
併
に
よ

り
愛
知
・
岐
阜
両
県
に
お
い
て
長
大
な
鉄

軌
道
路
線
網
を
成
立
さ
せ
た
。
現
在
で
も

民
鉄
第
３
位
と
な
る
４
４
４
・
２
km
の
路

線
を
運
営
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
や
駅
係
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生
活
と
観
光
の
両
面
か
ら
展
開
す
る
名
古
屋
鉄
道
の
取
り
組
み
］
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／
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ス
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ス
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撮
影
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吉
本

撮
影
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旭
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写
真
提
供

旭
／
写
真
提
供
◉
名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社

◉
名
古
屋
鉄
道
株
式
会
社

新
技
術
や
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て

鉄
道
事
業
の
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
鉄
道
各
社
は
公
共
交
通
機
関
と
し
て

コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
鉄
道
各
社
は
公
共
交
通
機
関
と
し
て

持
続
的
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
提
供
す
る
た
め
に

持
続
的
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
提
供
す
る
た
め
に

需
要
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
や

需
要
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
化
や

Ｄ
Ｘ
推
進
等
に
よ
る
省
力
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｄ
Ｘ
推
進
等
に
よ
る
省
力
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

名
古
屋
鉄
道
に
お
い
て
も
「
交
通
事
業
の
構
造
改
革
」
は
重
大
な
課
題
で
あ
り
、

名
古
屋
鉄
道
に
お
い
て
も
「
交
通
事
業
の
構
造
改
革
」
は
重
大
な
課
題
で
あ
り
、

中
で
も
新
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
よ
っ
て

中
で
も
新
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
業
務
効
率
化
に
よ
っ
て

生
産
性
向
上
を
図
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

生
産
性
向
上
を
図
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
鉄
道
構
造
物
の
定
期
点
検
や

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
鉄
道
構
造
物
の
定
期
点
検
や

踏
切
監
視
シ
ス
テ
ム
に
Ａ
Ｉ
画
像
解
析
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て

踏
切
監
視
シ
ス
テ
ム
に
Ａ
Ｉ
画
像
解
析
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て

踏
切
の
異
常
検
出
・
通
知
を
行
う
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

踏
切
の
異
常
検
出
・
通
知
を
行
う
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

先
進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
う
。

先
進
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
う
。
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特集：グループ一体となった沿線・地域の活性化
［生活と観光の両面から展開する名古屋鉄道の取り組み］

員
の
無
配
置
化
、
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
の

使
命
を
終
え
た
線
区
で
は
沿
線
地
域
と
協
議

の
上
で
路
線
廃
止
を
進
め
、
１
９
９
９
年
４

月
以
降
、
岐
阜
地
区
の
路
線
や
三
河
線
の
一

部
、
モ
ノ
レ
ー
ル
線
な
ど
全
営
業
キ
ロ
の
約

２
割
に
わ
た
る
約
１
０
０
km
の
路
線
を
廃
止

す
る
な
ど
、
合
理
化
策
を
積
極
的
に
実
施
し

て
き
た
。

２
０
２
１
年
度
の
1
日
あ
た
り
の
輸
送
人

員
は
約
87
万
人
と
コ
ロ
ナ
前
の
２
０
１
８
年

度
に
比
べ
て
約
80
％
と
な
っ
た
。
今
後
の
コ

ロ
ナ
収
束
で
抑
制
さ
れ
て
い
た
消
費
活
動
の

回
復
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を

始
め
と
す
る
新
し
い
生
活
様
式
の
定
着
に
よ

り
、
各
社
と
同
様
に
コ
ロ
ナ
禍
前
に
は
戻
ら

な
い
と
い
う
想
定
の
上
で
経
営
計
画
が
立
て

ら
れ
て
い
る
。中
期
経
営
計
画
「T

urn-O
ver 

２
０
２
３ 

～
反
転
攻
勢
に
向
け
て
～
」
で
は

重
点
テ
ー
マ
の
「
交
通
事
業
の
構
造
改
革
」

の
中
で
「
需
要
に
応
じ
た
コ
ス
ト
の
適
正
化
・

省
力
化
と
収
益
力
の
向
上
」
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
輸
送
力
の
適
正
化
を

図
る
た
め
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
２
０
２
１
年
５

月
か
ら
計
３
回
実
施
し
た
。
直
近
の
２
０
２

３
年
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
は
要
員
体
制
の

効
率
化
に
向
け
、
各
務
原
線
や
知
多
新
線
に

お
い
て
ワ
ン
マ
ン
運
転
を
開
始
す
る
な
ど
ワ

ン
マ
ン
運
転
区
間
を
拡
大
し
た
。
駅
係
員
無

配
置
化
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
１
年
度
に
３

駅
、
２
０
２
２
年
度
に
２
駅
で
実
施
し
た
。

今
後
も
、
新
型
券
売
機
に
お
け
る
定
期
券
発

売
機
能
の
追
加
や
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

お
客
さ
ま
に
も
対
応
可
能
な
モ
ニ
タ
ー
付
き

イ
ン
タ
ー
ホ
ン
の
設
置
な
ど
、
無
配
置
駅
で

も
配
置
駅
と
同
程
度
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
前

提
と
し
て
、
駅
係
員
の
適
正
配
置
に
つ
い
て

検
討
・
実
施
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

■
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
保
守
点
検

 「
需
要
に
応
じ
た
コ
ス
ト
の
適
正
化
・
省

力
化
と
収
益
力
の
向
上
」
の
項
目
と
し
て

「
新
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
施
設
保
守
の
効

率
化
」
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
２

０
２
２
年
４
月
に
開
始
し
た
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
鉄
道
構
造
物
の
定
期
点
検
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

橋
梁
や
高
架
橋
な
ど
の
鉄
道
構
造
物
は
、

２
年
に
１
回
の
定
期
点
検
（
通
常
全
般
検

査
）
を
実
施
し
て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

の
橋
で
あ
れ
ば
亀
裂
、
鉄
鋼
の
橋
で
あ
れ
ば

ボ
ル
ト
の
浮
き
や
塗
装
な
ど
に
つ
い
て
状
態

を
確
認
し
て
い
く
。
通
常
の
点
検
方
法
は
双

眼
鏡
を
使
い
な
が
ら
の
係
員
の
目
視
を
基
本

と
し
て
い
る
た
め
、
高
所
や
目
視
が
困
難
な

現
場
で
は
、
足
場
を
組
む
か
高
所
作
業
車
を

使
用
す
る
。

例
え
ば
高
架
橋
で
点
検
箇
所
が
６
カ
所
あ

る
場
合
、
高
所
作
業
車
に
よ
る
点
検
で
は
１

カ
所
ご
と
に
作
業
車
の
ア
ー
ム
を
上
げ
て
点

検
し
、
ま
た
次
の
箇
所
に
移
動
す
る
。
こ
の

方
法
で
は
１
カ
所
に
つ
き
６
分
程
度
の
点
検

で
約
36
分
の
時
間
が
か
か
る
。
一
方
、
ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
点
検
は
事
前
準
備
に
５
分
ほ

ど
必
要
と
な
る
が
、
全
通
し
で
飛
行
・
撮
影

が
で
き
る
た
め
20
分
の
飛
行
時
間
で
６
カ
所

す
べ
て
の
点
検
が
可
能
に
な
り
、
全
体
で
３

割
ほ
ど
の
時
間
短
縮
と
な
る
。
さ
ら
に
高
所

で
作
業
す
る
係
員
の
危
険
を
取
り
除
く
こ
と

も
で
き
る
。
こ
の
一
連
の
作
業
を
ド
ロ
ー
ン

に
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
て
動
画
を
撮
影
し
、
モ

ニ
タ
ー
に
伝
送
さ
れ
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
画

像
を
確
認
す
る
。
異
常
が
あ
れ
ば
オ
フ
ィ
ス

に
戻
っ
て
再
度
確
認
す
る
。

鉄
道
事
業
本
部
土
木
部
の
西
田
尚
史
土
木

課
長
は
「
ド
ロ
ー
ン
撮
影
で
は
係
員
が
そ
れ

ほ
ど
移
動
せ
ず
に
点
検
が
で
き
る
。
ま
た
、

や
は
り
高
所
で
は
恐
怖
心
を
持
ち
な
が
ら
の

作
業
と
な
る
の
で
、
リ
ス
ク
や
そ
れ
に
伴
う

ス
ト
レ
ス
が
解
消
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ

ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
所
も
ド

ロ
ー
ン
で
は
撮
影
が
可
能
な
の
で
、
点
検
の

精
度
も
向
上
し
た
」
と
そ
の
効
果
を
語
る
。

世
間
で
も
ド
ロ
ー
ン
撮
影
は
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
導
入
さ
れ
、
建
設
土
木
分
野
で
は
、

ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
し
た
高
解
像
度
カ
メ
ラ
や

レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
ー
を
用
い
て
、
測
量
や

現
況
地
形
デ
ー
タ
取
得
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
さ
れ
、多
く
の
現
場
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

民
鉄
の
事
業
者
の
中
で
は
早
い
段
階
で
名
鉄

が
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
保
守
点
検
を
開
始

し
た
こ
と
で
、
他
社
か
ら
の
関
心
も
高
い
。

し
か
し
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
の
作
業

は
、
講
習
機
関
で
の
知
識
や
技
術
習
得
が
必

要
で
あ
り
、
特
に
河
川
に
か
か
る
よ
う
な
長

大
な
橋
梁
や
高
架
橋
に
お
い
て
、
人
力
で
は

難
し
い
場
所
ま
で
点
検
作
業
を
行
う
に
は
高

度
な
操
縦
技
術
が
必
要
と
な
る
。
名
鉄
の
取

り
組
み
も
、
ま
ず
操
縦
士
を
養
成
す
る
と
こ

と
か
ら
始
め
た
。

「
ま
っ
た
く
ゼ
ロ
の
段
階
か
ら
着
手
し
た
。上／天白川橋梁でドローンを使った点検　下／木曽川橋梁でドローンを使った点検
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名
鉄
グ
ル
ー
プ
は
航
空
事
業
も
手
掛
け
て
お

り
、
そ
の
知
見
を
生
か
し
て
操
縦
士
の
養
成

機
関
で
あ
る
名
鉄
ド
ロ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
を

２
０
１
８
年
に
開
校
し
て
い
た
と
い
う
経
緯

も
、
こ
の
形
式
の
点
検
に
つ
な
が
っ
た
。
現

段
階
で
は
、
点
検
作
業
に
当
た
る
中
で
10
人

が
名
鉄
ド
ロ
ー
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
で
受
講
し
、

必
要
な
知
識
と
技
術
を
取
得
し
て
い
る
」
と

西
田
課
長
は
説
明
す
る
。

点
検
作
業
は
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
操
縦
士

が
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
ド
ロ
ー
ン
を
操
縦

し
、
カ
メ
ラ
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
を
別
の
係

員
が
確
認
し
て
い
く
。
何
度
も
テ
ス
ト
や
練

習
を
繰
り
返
し
、
今
年
度
か
ら
開
始
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
ド
ロ
ー
ン
飛
行
は

天
候
に
も
左
右
さ
れ
、
特
に
風
に
流
さ
れ
や

す
い
の
で
、
運
用
を
開
始
し
た
後
も
テ
ス
ト

や
練
習
を
行
っ
て
い
る
。

「
ド
ロ
ー
ン
に
搭
載
し
て
い
る
カ
メ
ラ
に

は
通
常
の
撮
影
モ
ー
ド
の
ほ
か
に
赤
外
線

モ
ー
ド
が
あ
り
、
人
間
の
目
で
は
見
ら
れ
な

い
部
分
も
容
易
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
現
場
で
技
術
を
伝

承
し
た
が
、
こ
う
し
た
新
し
い
ツ
ー
ル
や
技

術
を
導
入
し
て
組
み
合
わ
せ
、
よ
り
精
度
の

高
い
構
造
物
点
検
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

西
田
課
長
は
語
る
。

■
災
害
時
に
も
活
用
で
き
る
可
能
性

　
現
在
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
点
検
は
昼
間
に

行
わ
れ
て
い
る
が
、
夜
間
で
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
ド
ロ
ー
ン
活
用
の
可
能
性

は
格
段
に
広
が
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
夜
間

に
大
雨
が
降
っ
た
場
合
、
線
路
点
検
車
両
を

走
行
さ
せ
て
レ
ー
ル
の
状
態
を
確
認
す
る

が
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
っ
て
そ
の
状
態
を
至
近

距
離
で
撮
影
で
き
れ
ば
、
点
検
の
精
度
が
向

上
す
る
。
鉄
道
の
安
全
は
こ
う
し
た
綿
密
な

保
守
点
検
に
も
支
え
ら
れ
て
確
保
さ
れ
て
い

る
が
、
年
数
を
経
て
構
造
物
が
老
朽
化
す
れ

ば
、
維
持
管
理
と
い
う
点
で
保
守
点
検
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
な
る
。
点
検
の
精
度

も
あ
り
方
も
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

「
当
社
路
線
は
約
４
４
０
㎞
あ
る
の
で
、

相
当
な
人
数
が
保
守
に
関
わ
っ
て
い
る
。
ド

ロ
ー
ン
な
ど
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
省
力
化

や
効
率
化
を
進
め
、
少
な
い
人
数
で
精
度
の

高
い
検
査
と
し
て
い
き
た
い
。
将
来
的
に
は

撮
影
し
た
画
像
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
し
て
、
誰
が

検
査
し
て
も
差
が
出
な
い
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま

た
高
架
橋
・
橋
梁
以
外
の
構
造
物
や
電
車

線
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
柱
や
鉄
柱
と
い
っ
た
支

持
物
な
ど
電
気
設
備
の
点
検
や
駅
舎
の
点
検

で
の
活
用
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら

に
、
通
常
点
検
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時
に

お
い
て
は
、
遠
隔
で
飛
行
さ
せ
る
こ
と
で
災

害
現
場
に
つ
い
て
の
情
報
を
迅
速
に
収
集
す

る
手
段
と
し
て
も
有
用
で
あ
る
。
例
え
ば
山

間
部
で
レ
ー
ル
上
に
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
場

合
、
該
当
箇
所
だ
け
で
は
な
く
、
山
の
状
態

も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
用

を
し
て
い
き
た
い
」
と
西
田
課
長
は
語
る
。

■
１
０
６
３
カ
所
の
踏
切
の
事
故
防
止
策

名
鉄
で
は
、
新
技
術
の
活
用
等
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
を
目
標
と
し
て
、「
Ａ
Ｉ
画
像

解
析
の
活
用
に
よ
る
踏
切
の
安
全
性
向
上
」

に
関
す
る
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。
道
路

と
の
交
差
部
で
あ
る
踏
切
は
、
鉄
道
事
業
の

中
で
は
弱
点
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。
踏
切
の

統
廃
合
や
立
体
交
差
化
が
進
み
、
踏
切
数
が

減
少
す
る
と
と
も
に
踏
切
事
故
の
件
数
も
減

少
し
て
き
た
が
、
近
年
は
下
げ
止
ま
り
、
全

国
で
は
年
間
２
０
０
件
程
度
が
発
生
し
て
い

る
。「
１
０
６
３
カ
所
（
２
０
２
３
年
1
月

現
在
）
の
踏
切
を
有
す
る
名
鉄
で
も
事
故
防

止
の
取
り
組
み
を
模
索
し
て
い
た
」
と
語
る

の
は
鉄
道
事
業
本
部
電
気
部
の
御
堂
直
弘
電

気
課
長
で
あ
る
。

「
も
と
も
と
踏
切
に
は
踏
切
動
作
を
記
録

す
る
装
置
は
つ
い
て
い
る
が
、
指
令
所
な
ど

で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
す
べ
て
の
異
常
を
監
視

す
る
も
の
で
は
な
く
、
長
時
間
の
警
報
持
続

上／踏切を監視するカメラ　下／踏切A I画像解析と連動した注意喚起LED

■監視カメラによる
　AI画像の解析イメージ

AI 画像
分析装置

監視カメラ

踏切状態
監視装置
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や
遮
断
桿
の
折
損
が
発
生
し
た
場
合
、
係
員

の
巡
回
か
通
行
者
か
ら
の
外
部
通
報
が
な
け

れ
ば
異
常
が
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
、
遠
隔

に
よ
る
監
視
機
能
強
化
の
検
討
を
２
０
１
８

年
頃
か
ら
始
め
た
」
と
説
明
す
る
。

踏
切
の
映
像
・
動
作
記
録
を
遠
隔
監
視
す

る
「
踏
切
監
視
シ
ス
テ
ム
」
が
、
２
０
２
１

年
度
か
ら
順
次
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
踏

切
監
視
シ
ス
テ
ム
は
従
来
か
ら
の
踏
切
動
作

記
録
装
置
に
「
踏
切
状
態
監
視
装
置
」
を
新

た
に
設
置
す
る
こ
と
で
光

ケ
ー
ブ
ル
や
Ｌ
Ｔ
Ｅ
回
線

を
介
し
て
警
報
出
力
と

動
作
状
況
を
伝
送
す
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
を

設
置
し
、
列
車
・
自
動

車
・
歩
行
者
な
ど
の
状
況

が
画
像
で
伝
送
さ
れ
る
。

「
そ
の
開
発
の
途
中
で
、

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画
像

を
Ａ
Ｉ
で
解
析
を
し
て
利

用
で
き
な
い
か
と
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
」

例
え
ば
、
遮
断
機
が
下

り
る
ぎ
り
ぎ
り
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
自
動
車
が
踏
切
内

に
入
っ
て
し
ま
い
、
踏
切

か
ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
と
い
う
ケ
ー
ス
が

あ
る
。
従
来
の
セ
ン
サ
ー

に
よ
る
検
知
装
置
で
は
踏

切
内
の
み
が
検
知
エ
リ
ア

で
あ
っ
た
が
、
踏
切
内
だ

け
で
は
な
く
、
道
路
側
も

線
路
側
も
広
く
画
像
を
解

析
で
き
る
の
で
、
前
に
出

過
ぎ
て
停
止
し
た
車
に
よ

る
遮
断
桿
持
ち
上
げ
や
、

先
詰
ま
り
に
よ
る
車
両
後

部
残
し
な
ど
の
検
知
が
可
能
と
な
る
。
ま

た
、
踏
切
を
抜
け
た
先
の
道
路
が
渋
滞
し
て

い
る
こ
と
を
検
知
し
、
自
動
車
に
対
し
て
踏

切
内
に
入
ら
な
い
よ
う
に
案
内
す
る
こ
と
も

可
能
と
な
る
。
事
故
の
予
兆
を
検
知
し
、
事

故
の
発
生
を
防
止
す
る
の
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
の

判
断
で
列
車
停
止
指
示
を
出
す
よ
う
に
す
る

の
が
目
標
だ
と
い
う
。

「
当
初
は
誤
検
知
や
過
検
知
が
多
か
っ
た

た
め
、
Ａ
Ｉ
エ
ン
ジ
ン
の
画
像
検
知
精
度
向

上
に
注
力
し
た
。
踏
切
は
屋
外
に
あ
る
た

め
、
昼
夜
の
光
線
の
違
い
や
雨
や
雪
と
い
っ

た
天
候
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
影
や
光
の
反

射
に
よ
る
誤
検
知
が
出
て
し
ま
う
。
自
分
た

ち
で
作
成
し
た
Ｃ
Ｇ
の
仮
想
空
間
も
活
用
し

て
誤
検
知
要
素
を
洗
い
出
す
こ
と
や
、
実
際

に
発
生
し
た
細
か
い
事
案
も
一
つ
一
つ
丁
寧

に
つ
ぶ
す
こ
と
で
検
知
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
磨

き
上
げ
て
い
る
」
と
御
堂
課
長
は
開
発
の
苦

労
を
語
る
。

ま
た
、
セ
ン
サ
ー
で
検
知
す
る
従
来
の
障

害
物
検
知
装
置
は
高
額
で
あ
る
が
、
設
置
し

た
監
視
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画
像
を
Ａ
Ｉ
で

解
析
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
れ
ば
比
較
的
安
価

な
た
め
、
交
通
量
の
少
な
い
踏
切
や
人
の
み

が
通
行
す
る
踏
切
へ
の
導
入
を
進
め
や
す
く

な
る
。

■
自
動
車
分
野
と
の
連
携

こ
の
Ａ
Ｉ
画
像
解
析
技
術
は
ト
ヨ
タ
グ

ル
ー
プ
の
ト
ヨ
タ
シ
ス
テ
ム
ズ
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
名
鉄
と
名
鉄
グ
ル
ー
プ
の
名

鉄
Ｅ
Ｉ
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
踏
切
状
態
監
視
装

置
を
開
発
す
る
東
邦
電
機
工
業
の
４
者
が
連

携
し
て
、
２
０
１
９
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
末
に
は
踏
切
Ａ
Ｉ
画
像
解
析

シ
ス
テ
ム
と
Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
連
携
し
た
実
証
実
験

を
行
っ
た
。
踏
切
を
抜
け
た
先
の
前
方
道
路

の
混
雑
を
検
知
す
る
と
、
踏
切
手
前
の
車
が

踏
切
内
へ
進
入
し
な
い
よ
う
に
、
自
動
車
の

Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
介
し
て
車
内
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注

意
喚
起
す
る
。「
こ
れ
ま
で
は
鉄
道
側
に
だ

け
伝
え
て
い
た
が
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
と
連
動
す
る
こ

と
で
自
動
車
側
に
も
伝
え
ら
れ
る
」

「
自
動
車
産
業
が
盛
ん
な
こ
の
地
域
で
、

鉄
道
と
自
動
車
が
分
野
を
超
え
て
協
働
で
踏

切
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
意

義
を
感
じ
て
い
る
。
と
も
に
全
国
の
踏
切
事

故
撲
滅
を
目
指
し
て
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

い
き
た
い
」
と
御
堂
課
長
は
語
る
。

実
証
実
験
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
精
度
を
高

め
る
こ
と
で
有
効
性
と
安
全
性
を
担
保
し
、

２
０
２
３
年
度
中
に
は
踏
切
Ａ
Ｉ
画
像
解
析

シ
ス
テ
ム
の
本
採
用
を
目
指
し
て
い
る
。
今

後
、
シ
ス
テ
ム
が
期
待
通
り
に
機
能
し
普
及

し
て
い
け
ば
、
鉄
道
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、

社
会
全
体
に
と
っ
て
も
大
き
な
成
果
に
な
る

だ
ろ
う
。

実証実験中の踏切を通過する名古屋鉄道の車両

鉄道事業本部 電気部 電気課長

御堂直弘
Naohiro MIDOU


